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になるが、本考察では、 日帝時代の 日本研究は考察の範囲か ら除外
する。
しか しながら、35年 間にわたる植民地支配の 日本語 ・日本文化の
教育は、60年 代か らの日本研究に多大な影響 を与えたことを見逃 し
てはいけない。
現在、韓国内の日本研究は、凡そ90%以 上が 日本語 ・日本文学で
あることに注 目せざるを得ない。この現象は、決 して望 ましい とは








周知の通 り韓国の 日本研究は、世界の国の中で最 も盛んな国であ
ると言われているが、 日本 という国と日本人とい う人についての研
究は、世界中、 日本研究 を行っている国の中で、割合低い国である
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と断定 して も過言で はない。
本 考察 は、 この よ うな問題 点 を抱 いている韓 国の 日本研 究の現状
を浮 き彫 りに し、今 後の 日本研 究の在 り方につい て、筆 者 な りの卑
見 を述べ たい と思 う。
B.60年 代以後の研究史
B-1.日 本語 日文学科 の設置
1961年 に、韓 国外 国語大学 に 日本 語科、62年 に、国際大学 に 日語
日文学 科 が設置 され、 この両校 が、60年 代か ら70年 代 の初 半 まで、
日本語 ・日本文 学 の研 究 を担 い、 当時の教授 と しては、外 大 では、
朴 成媛、 李允艮、 全基定 、鄭寅燮 の諸氏 、 国際大学 で は、楊 明 文、
李鳳福 、孫洛範 、朴 義淑、諸氏 で、大部分 の方が、植民地 時代 に日
本 の大学 の国文学科 を出た方々であ る。 日本人 としては、国際基督
教大 学出 身の言 語学者、早 川嘉春 氏、天理高校 を退職 した中村 利雄
氏 等が国際大 の学部及 び、韓 国外 大大学 院の音声 学、古典 文学等 を
担 当 した。
当時 と しては、主 に、教 育の面 に集 中 し、学問 の研究 方法の指導
について は、殆 ど と言 うほど手が届か なか った状態であ る。
73年 か ら、 ソウル所在 の大学 を始 め各地方の大学 に 日語 日文学科が
設け られ、以後、 毎年絶え間な く設 置が続 き、今 は短期 大学 を合 わ
せて、凡そ150を 超 えるほ ど全 国の大学 に設 け られている.
B-2.60-70年 代の教育
語学 としては、文法(主 に学校 文法)、 文学(主 に近代文学)は 、
作 品の読み と翻訳 、作者 の簡単 な紹介が主流 を成 し、外大 では、会
話 と語学 を主 に、 国際大 では、 古典 と国文学 史、詩論、 日本 語の発
音等 の講義が特徴 であった。従 って、両校 共、 日本語学 の音 韻論 と
か語彙論 とい う専 門的講義 は皆無 と言 えよう。
73年 に、外 大 に大学 院の 日本語科 が設置 され、韓 国語 の音 声学者
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の鄭寅燮 教授 、早川 嘉春教授 等 によって 日本語 の音 声学 の講義 が催
され た。大学 院で のその他 の講義 は、 学部の講義 の域 を若干越 えた
水準 であった。
75年 か ら、韓 国の大 学 院の修了 者、或 い は、 ご く稀 では あ るが 、
日本か らの修士(博 士)課 程 を終 えた 人たちが全 国の大学 の教壇 に
立つ ことになった。
大学 の教壇 に立 った教授 の出身 を分けてみ ると、
B-2-1.高 校 の教 師 として、政 府か ら日本の韓 国系学校(教
育 院)に2-4年 間 派遣 され、 帰 国後 韓 国外 大 の大 学院 を修 了 し、
大学の教壇 に立 った人。
B-2-2.在 日韓 国人系 、或い は、 日本人 が韓 国学 の勉 強に韓
国 に留学 し、その まま 日本語 ・日本文学 を担当 した人。
B-2-3.稀 で はあ るが、 日本 に留 学 して修士 を取 った人。
等であ るが、1の グル ープが大半 を しめてい る。
B-3.日 本語 ・日本 文学 ・日本 語教育 の専 門家の不足 に よる影
響
60年 代 か ら70年 代 の、韓 国 にお ける大 学の 日本 語 ・日本 文学 ・日
本語 教育 の専 門家 の不足 は、 斯界 の研 究 及び教 育 に、過 去、現 在、
未来(当 分 の間)を 問わず、 その影響 は甚 だ大 きい と言 え よう。言
うまで もな く、大学教 育 は、 その方面 の専 門家が担 当すべ き分野で
あ るが、当 時の韓国 の事 情 は、斯 界の専 門家 が殆 どと言 うほ どい な
か ったことで、専 門的な講義 を受 ける ことはで きなか った。
70年 代 の後半 か ら、 日本の国 ・公 ・私立大学等 に留 学が始め られ、
本格 的な斯界 の専 門家 を養成す るに至 ったのであ るが、 ここで、 日
本語学 ・日本文学 の修学 が抱 えている問題点 は、 国内で学部 での一
般的水準 の 日語 日文学 を履修 した学 生が、 日本 の修士 課程 におけ る
日本語 ・日本文学 の専 門教育 を受 ける聴講能力 の不足 であ る。それ
を細 密に分 けると、
B-3-1.各 専 攻講 座の基礎 的な知識 の不足 であ る。 日本 の学
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生水準 の修士 課程 の国語国文学 の講義 を受講 し、それ を消化 する に
は、余 りに もその基礎 的知識がで きていない。
B-3-2.各 講座の聴取能力 の不足 。前述 の問題点 と若 干、重
なるが大 学の学部 で、斯界の専 門教 育 を受 けていない学生 が大学院
の高 い レベル の専 門知 識の 内容 をキ ャ ッチす る ことは無理 であ ろ
う。
B-3-3.偏 向的 な専攻 の選択
韓 国内 の教育 の主 な講座 として、語学 では、文法、 しか も、学校
文法 、文学 では、作者、作 品論が主流 をな してい る。 この よ うな状
況に傾 いた原因は、綿密 な分析 なしには断言す るこ とはで きないが、
卑 見で は、60年 代か ら日本語 ・日本文学 の専 門家 な しに出発 した と
ころで、 日本語 学で は学校文 法、文学 では文学作 品や散 文の解釈等
であ る。 それは、教 える教材 をたやす く手に入れ られる こと と、教
え るこ とに も割合、容易 とい うのが原 因であ ろう。 それで、 これ ら
の講義 を受 けた学生 が 日本 に留学 し、専攻 科 目を選択 す る場合 、そ
れ は言 うまで もな く、学部で受 けた講義 との繋が りに なるのは当然
であ ろう と思 う。
B-4.韓 国 におけ る現在の 日本(語 ・文学 ・文 化)研 究 ・教 育
の問題点
B-4-1.教 育分野
B-4-1-1.先 ず、外 国語 を教育す ることとしての大切 な事、
日本語教 育の方法 論の研究が で きてい ない。 つ ま り日本語 をどう教
えるか、 どう教 えれ ば効果 的か とい う研究が で きてい ない。詳 し く
は、大学 で初 めて 日本語 を学 習す る者 に対 す る 日本語 教育 の方法、
お よび、各段 階におい ての教材 の水準、 内容等、総合 的 日本語教育
の在 り方 についての研 究がで きてい ない。
B-4-1-2.日 本文学 を修 学す る基礎 的な学習 方法 の教育 な
しに作品 の読 み下 しと解釈 で一貫 し、 日本の各時代 にお ける文学 の
流 れ と特徴、作 者 の文学思 想の特徴 な どの分析、韓 国、或い は、西
洋 文学 との比 較等 、 この ような多様性 は、殆 ど教育課 程 に取 り入れ
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ていない。
B-4-1-3.専 攻 講座 の偏向。 これは 国内 の諸事情 があ る。
主 な理 由 と しては、 各大 学 の事情 、 つ ま り、 その大 学 の 日本研 究
(教育)担 当者の専 攻 とか 資質に よって千差万 別であ る。この事 情 は、
その後 の凡 そ30年 間の 日本研究 に多大 な影響 を与 えてい るのが 見 ら
れる。具体的 に挙 げ ると、国内、或い は、 日本 に留学 した学 生が、各
自の出 身大 学 で教 わ った教授 の専攻 を受け継 ぐか 、そ の大 学 の 日本
研究 ・教育 の流 れに影響 されて専攻 分野を決めることである。
B-4-1-4.日 本語 の基本 的な発音 教育 の不足 。覚 え ようと
す るそ の外 国語が 、 自分 の母語 でない 限 り、 そ の国 の人 と同 じく、
発音 を要求 す ることは無理 であろ うが、 しか しなが ら、少 な くとも、
自国語の発音 との比 較で、 基本的 な両語 の特 徴 を掴 む ことは、 たい
へ ん重要 な教 育課題 であ る。
韓 国の 日本 語教育 は、 これが欠 けているのが 目立つ。 その理 由に
つい ては、 この ような講座 を担当す る教授 が殆 どいない事情 に よる。
B-4-1-5.基 礎 的 な 日本 文化、 そ の中 で も、 日本の歴 史 、
日本 人の生活 ・習俗 ・地理 、 日本人 の心理 的特徴 、生活 上の働 き先
(業態)等 を簡単 に紹介す る講座等が殆 ど教 育課程 に設定 されていな
い こ とは、韓 国の 日本研 究 の特 徴で あろ う。勿論 、斯界 の専 門家 が
い る大学で は例外 であ る。
B-4-2.研 究分 野。 この問題 は、後 の項 で詳細 に提 示 される
が、 日本 関係研 究者 が2000人 を越 えるほ どの 多 大 な人力 が、 日本
語 ・日本文学 に集中 してい る現 象 は、世界 中の どの 国に も見 るこ と
がで きない。 これ は、国家 的におい て も、外 国研 究 の人力 の浪費 で
あ り、非生産 的 と言 え よう。
C.今 後 の展望
C-1.日 本研 究 の不均衡 の改善。先ず は、大 学 の既存 の 日本語
科、 日語 日文 学科 とい う科 名 を日本学科、 或い は、東 ア ジア地域学
21
科 とい う名称 に変 える こと。 これは、言 う まで もな く、今 後の 国際
関係 の研 究動 向に沿 った名称 である。 日本 では、国際 関係 学科 とい
う名称 が諸大 学 に 見える。 それで、研 究 及び教育 分野 にお いて も、
今 日の国際情勢 の流 れ に適 した研究 と教育 をする に相応 しい`カ リ
キ ュラム'を 設定す るこ と。
C-2.日 本学 の教育課 程の設 定
全 国の大学 に教 育課程 を統一 して設定す る とい うこ とは、 いろい
ろ問題 があ る。 その主 な理 由は、それ らを担 当す る専 門家の不足 で
あ る。 とは言 え、なるべ く早 く改善すべ き問題で、筆者 な りの教 育
課程 を出 して見るこ とにす る。
こ こで、学年 に相 応 しい 内容 において は、各大学 の事情 に任せ る
こ とにす る。
C-2-1.日 本語 の発 音。(音 声)
C-2-2.一 般 的文章 の理解のための基本的 な文法。
C-2-3.文 章講読 。初、 中、高級別。教材 の選択 は、 なるべ
く、 日本 、 日本 人 の一 般 の生 活 を表 した テ キス ト
を選ぶ こ と。
C-2-4.日 本語 の会 話。 この課程 は、専攻科 目の課程 に入 れ
るか 、若 しくは、大 学全体 の学生 向 きの課程 として
設定す るかを考える必要 があ る。
C-2-5.日 本の漢字語 の読み方。 日本、韓 国の両 国において、
日hど ん どん増 えつつ ある漢字語 の読み方、 日本漢
字音 を容易 に読め るその規 則性 を利 用 した方 法 を中
心 に して、講義 する こと。
C-2-6.日 本人の家族構成、生活(暮 らし)の 様相。
C-2-7.日 本の小説。
C-2-8.日 本 の詩歌。
C-2-9.日 本語の生活(表 現)語 。(年 令 別、性 別)
C-2-10.日 本語の音韻。(音 韻 史)
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C-2-ll.日 本 語の文法。(文 法 史)
C-2-12.日 本 文学 史。
C-2-13.日 本の歴史。(歴 史、民俗、慣習 、祭 り、歴史的行事 等)
C-2-14.日 本 の地理。(気 候、地形、交通 、地方別特徴 等)
C-2-15.日 本 の経済。(伝 統産業、 中小企 業等)
C-2、6.日 本 の政治。(内 閣責任制政治形態 、政党 政治等)
C-2-17.日 本 の宗教。(神 道、仏教の宗派 、キ リス ト教 等)
C-2-18.日 本 人の食生活。(一 日の一般 食事、好 きな食べ物 等)
C-2-19.日 本 人の余暇生活。
C-2-20.日 本 の科学技術分野 の研究動向。
以上、今 後、 日本 学科 で講義 を行 う教 育課程 を筆者 な りの考えで
提 示 してみたが、 その他 に も補充す る ものが、 い ろい ろあ る と思 わ
れる。
その他 の諸問題点 とか 、提 示 したい ことは、 結論 の項 に譲 る こと
にする。
D.結 論
過去 、 日帝の植民 地 時代 、 自意半 他意半、韓 国か ら様 々の分 野 に
留 学 した人が意外 に も多 か った こ とは、周知 の通 りであ るが、 しか
し、 日本語 ・日本 文学 の方面の留学 生 は、他 に比 して殆 どとい うほ
ど居 なかっ た と言 える。 とは言 え、大部分 の留 学 生 は、非専 門的で
はあ るが、 日本語 の会 話、読 む、 書 くとい う一般 的 な面 では、高い
水準 と言 える知識人が 国内に散在 している事情 であ る。
1945年 の植民 地解放 以後、僅 か20年 後 に、早'々、韓 日国交が結 ば
れ た。 数年後、全 国 の大学で は、 日語 日文学科 が雨後 の竹 の子の如
く設置 され始 めた。 い きな りの この現象 に よって、問題 にぶつか っ
た のは、斯界 の専 門家 の不足 であ る。不足 とい うよ りも不在 と言 っ
たほうが的確 と言 え よう。
この ような状 況で 、大学 を出た学生が 、80年 代 の初半 か ら日本 に
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どん どん留 学 し、 その大部分 は、修士 を取 って帰 国、最近 は、博 士
号 を取 った人 もぼつ ぼつ出始め、全 国の大学の 日本 関係 学科 に勤 め
てい るが 、その大部分 は、 日本語 か 日本文学の専攻 が主流 を占めて
い る。 それ も、語学 は文法 を主 に、文 学は作者か作 品論 が大半 を 占
めてい る。 この よ うな傾 向 は、寡 聞か も知れないが 、世界中、 どの
国 に も見当た らない。 それで、今 の現状 に鑑 み、今 後の国際情勢 の
流 れ に応 じた 日本研究 ・教 育の在 り方 を中心 に して、 どうい う方 面
を改善 し、 どうい う分野 を新 しく開設すべ きか を提示 してみ るこ と
にする。
D-1-1.基 礎的 な 日本語 を どう教 えた ら効果 的か とい う、 日
本語教 育 の方 法論 の方面 に関心 を寄せ る必要 があ る。例 えば、大学
の1-2年 生 の学生 に どう教えた ら、 日本語 ・日本文学 をよ り効果
的に習得 させ るか とい う、 教育方法 の研究 に関す る考察 が殆 ど見 当
た らない こ とは、 日本語 を教えてい る教育現場 に立 っている人 とし
て、ぜ ひ再 考すべ きことであ ろう。
D-1-2.日 本語(東 京方言)の 基礎 的な発 音教育 の強化が必
要 であ る。 これ には、 その方面の専 門家が必要 であ るが、 非専 門の
場合 は、ぜ ひ とも研修 を受 けるべ きであ るこ とを勧 め たい。何 を専
門に して も自分 が話す 日本語 の発 音 は、 そのま ま受講者 に多大 な影
響 を与 えるこ とを考える と、是 非 とも研 修が必要 であ ろう。
D-1-3.講 義室 内で は、全 学年 におい て、 日本語 の会 話の講
義 は言 うまで もな く、全講座 の講義 をなるべ く日本語 で行 うことを
原則 にす るこ と。1年 生の場合 も、 なるべ く原則 を守 りなが ら、場
合 に よって、若干 のゆ と りも考慮 す る。そ れに加 えて、平素 の学生
との話 し合い において も、 なるべ く日本語で話 し合 う とい う方針 を
きめ てお く必要 があろ う。 これは、受講者 の 日本語 の会話 の進展 に
おいて、多大 な影響 を与 える と筆 者は信 じる。
D-1-4.勉 強会(小 研修会)を 設 け、研修 を行 う必要がある。
日本研究 を担 当す る教授 は、所属 の学会 とか、研修 会等で、 その方
面の専 門家 を招 き、研 修 を行 うとか、近隣 の大学 同士の勉 強会 を設
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けて、専 門の学際的研修 を行 うこと。
D-1-5.論 文 は、 な るべ く日本 の全 国的 な諸学 会 で発 表 し、
日本 にお ける斯界の専 門家 の評価 を受 けるこ と。
D-2-1.日 本研究 ・教 育の今後 の在 り方
D-2-1-1.先 ず は、既 存の 日本語 ・日本文学 の専 門家 は、
徐 々に 日本学 的な専 門家 に変 える ことが要求 され る。現在 の 日本研
究の殆 どが、 日本語 ・日本文学 に偏 ってい る問題 は、学問の国際化、
多様化(グ ロ ーバ ル化)と い う流 れに とって も望 ま しくない。
尤 も、 国益 とい う立場 で考 えて も、い ち早 く改 善すべ き問題であ
る。 自国語 、 自国の文学 に して も、 この よ うな専 門家 を量 産す るこ
とは、今 の国際情 勢 の流 れ に逆行 であ ろ うと思 う。それ に、 この よ
うな多大 の人力、少 なか らず の経 費等 を投 資 して、毎年 多数 の 日本
語 ・日本 文学 の履修 者 を輩 出す る ことは、 国家 の 未来 を考え て も、
冷静 に再考す る必要 がある。
D-2-1-2.専 攻 を変 え ることにつ いて は、一気 に今 まで の
専攻 を変 える ことは容易 ではないが、語学 と文学 は その 国のあ らゆ
る方面 の出来事 と深 い関係 があ る分野 であ って、 自分 に適 した分野
を選 択 し、その変更 に計画 を立て て徐 々に研 修す れ ば、 あ ま り難 し
い問題では ない と思 う。
筆 者 の経験 を紹介 すれ ば、修 士論文が 中世文学 で あったが、75年
当時 の 日本語教育 の現場 で、中世文学 を教 える とい うことは、余 り
に も現場の状況 に相応 し くない専攻 と判断 し、現場 の受 講者 の要 求、
日本 関係 の専 門家 の意見 等 を参考 に して、韓 日漢字語 、漢字音 の比
較研 究 一日本語 の漢字 を容易 に読 める方法 を中心 に 一に専攻 を変 え
た のであ るが、 そ の後 の30年 近 くの教 壇生 活 を振 り返 って見 る と、
その判 断が全 く正 しか った と思 う。一方、数十 人 の教 え子等 の 日本
留学 の案 内において も、 日本語 の漢字音、音声 、音 韻論、言語 学等
で、韓 国 内の 日本学界 で は稀少 の分野で もあっ て、斯界 の研究 に大
活躍 を しているのが見 られ る。
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D-2-1-3.こ れか らは、 日本 学的研究 の専 門家 を輩 出 し、
徹底 的、且つ 、 日本の 隅々 まで の 日本学 の専 門家が量 産 される よう
指導 を行 うこ とに力 を入 れ る必 要 が あ る。今 の韓 国内 で は、 日本
語 ・日本文学 において も、 周知の通 り、 日本人の斯界 の専 門家に比
して、 もう少 し力 を入れなければな らない。それに、その他 の 日本に関
する、いわゆる日本学研 究の事情 は、例えて言 うと、小学生 であろ う。
従 って、今 後の韓国 にお け る日本学 の専 門家 を養成す る には、高
校の 日本 語教育 の担 当教師 か ら大 学 の 日本研究 の教授 に至 る まで、
日本研 究 の専 門家 を志 す学 生等 に は、`日 本の あ らゆ る方 面の真 の
姿 を研 鑽す る よう勧 める必 要があ る。
参 考 まで に、 日本 の韓国学研 究 にお いては、相 当の分野 で、韓 国
の学界 を凌 ぐほ ど徹底 的、且 つ綿 密 に研究 されているのが窺 われる。
D-2-1-4.結 び と して、筆者 は30年 前、 漢字音 を研 究 して
以来 、そ れの元 になる漢語 の音 韻論 に 目を向 け、 その祖語 と言 える
甲骨 文、上古 漢語等 を分析 した ところ、そ の文字 の中 には、東 アジ
ア(中 国、韓 国、 日本)民 族 の言語 、文化、習俗 等が秘か に内在 し
ている こ とを発 見 した。 以後、 かつて大陸で長 らく、且つ 巨大 な王
国を築 い た高句麗 と高句麗 系(扶 余 、高句麗、百 済、伽 耶 等)の 言
語 を考 察 し、 国内外 の諸学 会 に報告 したのであ るが、 ここで、最 も
筆者 の胸 を打 ったの は、`高 句麗 語 の数詞 と日本語 の数詞 が 同一で
あ る'こ とを発 見 した 日本 の歴 史地理 学者、内藤湖南(本 名は、 虎
次郎)、`郷 歌 及 び吏読 の研 究'に 関 す る分野 の大 学者 、小 倉進 平、
`朝鮮 漢 字音 の研 究'に 力 を入 れた斯 界の権威 者
、河 野六郎 諸氏 の
研 究で あ る。外 国の学者が 、異 国語 、 しか も難解 の古代 語 を独 学で
研鑽 し、立派 な学問 を確 立 した こ とに、真 に尊敬の意 を表 したい。
尤 も、 高句麗 と日本語 の数 詞の一致 とい う現象 は、 印欧 の比較 言
語学 的見解 か ら見て も、斯界 の諸学者の 目を惹 く現象で ある。
よって、筆者 の卑見で は、今 後の 日本学 関係 の分野 に 目を向けて
研鑽 を願 う若手研 究者 は、是 非 とも 日本 だけでは な く、大 陸 を含 め
た幅広 い範囲 に 目を向けて研鑽 すべ きことを願いたい。
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筆者 も遅 ればせ なが ら、 余力 があ る限 りこれ か らも続 けて、昔 、
黄河 下流 地帯で、東 アジア(漢 、 韓、 日)の 文化 の源 を築 きあげた、
商(殷)及 び東夷 の活 動舞 台であ る大 陸 を学 問研 鑽 の対象 に して勉
強 に励 みたい と願 ってい る。
21世 紀 に至 って、 学問 の分 野 は言 うまで もな く、 あ らゆ る方 面に
お いて ものす ごい ス ピー ドで変わ りつ つあ る。 この状 況 を見逃 して
はいけ ない。尤 も、現 代 の人間社会 において、学 問の研 究 は、 国の
興亡 盛衰 を決める最 も重要 な機能 を抱 えてい るこ とは、周知 の ごと
くである。
特 に、筆者 の今 回の 日文研 の客 員教授 と して、 世界諸 国の学者 と
様 々 な共 同研 究会 に同参 した経験 は、 今 までの狭 い視界 か ら、幅広
い視 界 に繰 り広げ られた視覚 の拡大が 、何 よ りも、今 後の筆者 の学
問 の大切 な導 きになる と思 う。
1800年 代 の後半、韓 国 が 日本 に比 して、 開港が30年 遅かった こ と
に よって、近 年の韓 国の歴 史 を産 んだ とい う、未 来学者 の意見 を無
視 して はいけない。 しか も、21世 紀 のあ らゆ る方 面 の動 きは、 かつ
て の どの時代 よ りも早 い。 よって、 それに合わせ て、 いち早 く適応
すべ きが何 よ りも大事 で ある こ とを再 三強調 しつ つ、筆者 の率直 な
卑見 を終 わ らせ て頂 きたい。
今 回、 日文研 の企 画で行 った 「コ リア ・シンポ ジウム」 は、今後
の韓 国 におけ る日本研 究 に多大 なる貢献 を与 える こ とを確 信 し、 こ
の シ ンポジ ウムにお いて、 その企画 か ら終 了 に至 るまで、始終、綿
密 な行事 の進行 とお世 話 を して下 さった鈴 木貞美 教授 を始 め、海外
研究 交流室 、及び研 究協力課 の皆 さん方、関係者 諸氏 に心 か ら感謝
の意 を表 したい。
付 け加 え なが ら、拙 論 を脱稿 してち ょうど1年 になるが、そ の間
の世界情勢 の変動は、ものす ごい。"意 識 を日ごとに変えなければ…"
とい う未来学者の頂 門の一針が今更耳 を打つ。
※ 本 考 察 は、2001年2月9日 か らll日 まで 、 国 際 日本 文 化研 究 セ ン タ ー
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で行った 「コリア ・シンポジウム」の研究会で発表 した内容を若干変更補
充した論文である。
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